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九州地方で発生した熊本地震。相次ぐ余震で広
がる市町村の傷跡。今回、被災状況を把握するた
め（被災地域の応援）現地調査にいってまいりま
した。本日は技術的観点から見た被害状況をご報
告させていただきます。

今後の復興に時間はかかると思いますが、九州地
方の皆さまが一日も早く立ち上がることを心より
応援しております。
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http://sekaitabi.com/kyushuquake.html参照
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≪概要≫

4月14日21時26分に熊本地方でM6.5の地震が発生。

また、16日01時25分にもM7.3 の地震が発生｡

→これらの地震により熊本県で最大震度７を観測。

このほか、4月14日21時26分以降、最大震度6強を観測する地震
が2回、最大震度6弱を観測する地震が3回発生。

熊本地方のM3.5以上の地震の回数は新潟県中越地震等を上回る
257回（6月21日13時半現在）

国土交通省公開資料参照
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国土交通省公開資料参照
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国土交通省公開資料参照
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国土交通省公開資料参照
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≪高速道路の被害≫※国土交通省資料より参照

≪一般道路の被害≫
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≪視察日程≫

2016年7月7日（木）～2016年7月8日（金）

≪スケジュール≫

1日目：2016年7月7日（木）

2日目：2016年7月8日（金）

羽田空港 福岡空港 熊本市街 益城町 南阿蘇村 ホテル

ホテル 由布市 大分市内 大分空港 羽田空港
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≪視察詳細≫ ≪被害現状≫

時間 内容

7時30分 羽田空港

9時15分 福岡空港

10時00分 熊本市内調査

12時00分 熊本城視察

14時00分 益城町
・町役場
・義援金
・町内視察

16時00分 南阿蘇村視察

17時00分 ホテル 11



≪概要≫

熊本市（くまもとし）は、日本の熊本県にある市の一つ。同県
の県庁所在地、また日本最南端の政令指定都市である。人口
739,821人（平成28年6月1日推計人口）、面積390.32平方キロ

メートル。本市は、サービス産業が中心の都市です。そのほか、
IC産業の集積、全国でも高い生産性を誇る都市型農業、水産業
など各種産業が展開されています。

熊本市ホームページ参照

http://wamadai.com/wp-

content/uploads/2016/04/%E7%86%8A%E6%9C%AC%E5%9F%8E.png

http://www.sting-

wl.com/kumamoto-jishin.html



≪熊本城について≫熊本城Facebookより引用

【優美な石垣と自然の地形を活かした名城】

日本三名城のひとつ熊本城は、名将加藤清正（かとうきよま
さ）が慶長13年（1608年）に築城したものです。

西南戦争で、天守閣や本丸御殿（ほんまるごてん）など主
要な建物を焼失してしまいました。

なお、現在の天守閣は昭和35年（1960年）に、1市民の5,000
万円もの浄財を基に、約1億8,000万円をかけて、鉄筋コンク
リート造で外観復元されたものです。

熊本城ホームページ引用
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≪被害状況≫

熊本市は6月17日、熊本地震で熊本城を含む公共施設の被害
総額は約1300億円に上ったと発表した。（西日本新聞）

熊本市は6月17日、熊本地震で被害を受けた熊本城の天守閣、
本丸御殿、飯田丸五階櫓（やぐら）の三つの復元建造物などの
被害額を計約210億円と試算し、市議会に報告した。53カ所約8
千㎡が崩落した石垣の約350億円と合わせ、被害額は約560億円
となった。市は今後、文化庁と協力して残り17の復元建造物や
13の重要文化財の調査を進める。（朝日新聞デジタル）

公共施設以外では、農作物などへの被害が約90億円。市内の
製造業、卸・小売・サービス業、宿泊業で被災した2万2284事
業所の被害はこれまでに1720億円と推計されている。（朝日新
聞デジタル）

熊本城ホームページ引用
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≪被害状況写真（被災直後）≫

熊本公式Facebook／時事通信社引用
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≪概要≫

水とみどり豊かな自然に恵まれ、肥沃な大地を有し、古くより
農業を基幹産業として発展してきました。総面積65.67㎢、人
口33,015人。熊本県のほぼ中央北寄りに在り、県庁所在地熊本
市の東隣りに接しています。県庁まで8.5キロメートル、熊本
市役所まで13キロメートル、また、空の玄関口である阿蘇くま
もと空港まで7.5キロメートルの至近距離にあります。

益城町ホームページ参照

阿蘇くまもと空港（熊本空港）

潮井水源16



≪被害状況≫

震度７を記録した熊本地震で死亡した９人のうち８人が、熊本
県益城（ましき）町役場に近い長さ約３キロの帯状地区に集中
していることが分かった。

犠牲者が見つかった住宅の多くには、築数十年で重い瓦屋根の
木造という共通点がある。死因は圧死や窒息死で、多くが建物
の下敷きになったとみられる。

同研究所レジリエント防災・減災研究推進センターの藤原広行
センター長は「被害が多く出ているところは断層帯に近く、地
盤が良くなく、古い建物がたくさん建っていたことが読み取れ
る」と指摘する。（毎日新聞2016年4月15日記事参照）

特に筋かい破断と柱の引き抜きが多発。破断したホールダウン
金物や金物がない出隅柱、接合金物が不適切、が確認された。

毎日新聞記事引用
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≪被害状況写真≫

http://getnews.jp/archives/1456326
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≪概要≫

人口11,619人。熊本県北東部、阿蘇山・阿蘇カルデラの南部の
南阿蘇地域（南郷谷）に位置する村。カルデラで有名。

南阿蘇村ホームページ参照
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≪被害状況≫

日本経済新聞
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≪被害状況≫

熊本県南阿蘇村河陽黒川地区に立つアパートＡ、Ｂ、Ｃ（下の
写真）は、在来軸組工法の木造2階建てで、震度6強の本震で倒
壊した。

同地区には学生用アパートが約30棟あり、国土交通省国土技術
政策総合研究所（国総研）の調査によると、熊本地震で計7棟
が倒壊した。学生3人が、それぞれ別のアパートの下敷きにな
り死亡した。（日本経済新聞6月10日記事）

接合部に金物がないということは、建設当時の耐震基準のまま
だった可能性が高い。改築の際に、耐震工事は盛り込まなかっ
たということだ。
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時間 内容

10時00分 ホテル出発

11時00分 由布市
・市役所
・義援金
・市街視察

16時00分 大分市内視察

18時15分 大分空港

19時55分 羽田空港

≪視察詳細≫ ≪被害状況≫
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≪概要≫

総人口、35,178人。大分県のほぼ中央に位置し、北は宇佐市と
別府市、南は竹田市、東は大分市、西は玖珠郡（玖珠町と九重
町）に接しています。東西24.7㎞、南北23.4㎞にわたり、面積
は319.32㎞²です。北部から南西部にかけては由布岳や黒岳な

ど1,000m級の山々が連なり、由布岳の麓には標高約450mの由布
院盆地が形成されています。これらの山々を源とする河川が大
分川を形成し東西に流れています。中央部から東部にかけては、
山麓地帯と大分川からの河岸段丘が広がっています。

由布市ホームページ参照・出典
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http://find-

travel.jp/article/4062/photo/11265



≪被害状況写真（被災当時）≫

https://www.buzzfeed.com/?country=ja-jp
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≪被害状況≫

https://www.buzzfeed.com/?country=ja-jp
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≪被害状況≫

4月25日、熊本地震の県災害対策本部によると、由布市内で報
告が相次いでいる建物被害は1000件を超える（毎日新聞）

4月29日午後3時9分ごろ、大分県由布市で震度５強の地震が
あった。天井ガラスが割れたＪＲ由布院駅が封鎖されたが、他
に目立った被害は確認されていない。温泉地で知られる同市は
熊本地震の「本震」で震度６弱を観測、多くの建物に被害が出
て観光業も打撃を受けた。（産経ニュース）

熊本・大分地震で震度６弱の揺れに襲われた由布市では今も屋
根をブルーシートで覆った家が残る。大雨への危険が高まる中、
被災者の苦悩が続いている。（7月14日大分合同新聞朝刊）
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≪概要≫

別府市は人口119,878人、九州の北東部、瀬戸内海に面した

大分県の東海岸のほぼ中央に位置し、阿蘇くじゅう国立公園に
属する由布・鶴見岳の麓で裾野をなだらかに別府湾へと広げる
扇状地特有の地形により、緑豊かな山々や高原と波静かな別府
湾に囲まれた美しい景観を誇り、大地から立ちのぼる「湯けむ
り」は別府を象徴する風景として市民はもちろん観光客からも
親しまれております。

大分市ホームページ参照

27http://ganref.jp/m/htarum/portfolios/original/0/e601a

882e09061ac0c5d0e6b965491b9 http://sirabee.com/2016/05/17/120046/



≪被害状況≫

• 人的被害 ２４人

・重傷４人（大分市１、日田市２、由布市１）

・軽傷２０人（大分市２、別府市７、日田市２、竹田市１、宇佐市２、由布市６）

• 建物被害 ３２件

・住家１９棟、非住家１３棟

• 道路被害 １７４件

・国道２１件、県道３９件、市町村道１１０件、林道４件

• 河川・港湾被害 ８件

・河川３件、港湾５件

• 避難者数１０６０人（最大時１５７２４人）

・大分市８９人、別府市５０４人、中津市２３人、日田市１２人、

佐伯市２２人、竹田市５２人、豊後大野市６０人、由布市２８９人、九重町９人
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1.技術的観点からみた現状

2.現地の技術者不足の対応

3.応急危険度判定制度の基準
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≪建築物被害の状況（技術的視点）≫

被災状況を技術的視点から分析すると

①構造体の座屈・倒壊した建物が多い

②接合部分の損傷が見られる

（エキスパンションジョイント・金物・釘打ち）

③地盤沈下・液状化現象を引き起こしている。

（地盤・地層）

以上の3点が多く見受けられた。
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①座屈・倒壊した建物

https://www.buzzfeed.com/?country=ja-jp

http://getnews.jp/archives/1456326

国土交通省公開資料参照
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②接合部分の損傷

国土交通省公開資料参照
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③地盤沈下・液状化現象（地盤・地層）
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≪推測される要因≫

①座屈・倒壊した建物が多い

築年数の経過した木造家屋・アパート（旧耐震）が多い。

文化的・気候的な理由から瓦屋根の建築物が多い。

②接合部分の損傷

耐震設計時の予想を超える地震（2度の強震）

接合部に釘打ち程度だけの軽微な接合方法が多く見られた。

③地盤沈下・液状化現象

地盤のズレや断層による建物への被害が多く見受けられた。

※土木的な観点からの分析が必要。

建築物被害の状況（技術的視点）
①座屈・倒壊した建物 ②接合部分の損傷 ③地盤沈下・液状化現象
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経済産業省は被災地の技術者・技能労働者の不足について『被災地域
においては、短期間に多くの復旧・復興事業が発注されたことにより、
監理 技術者等が不足し、一時的に人件費単価が高騰、地方公共団体
の入札不調の一因となり ました。平常時においても中小企業・小規
模事業者にとって技能労働者等人材の確保は重要な問 題であり、そ
のために労働時間の問題等の職場環境の改善は経営上の大きな課題と
なっています。』と述べており、今後復旧・復興に向けて被災地の技
術者不足を確保することが課題である。

≪今後必要となってくる対応≫

①管公庁相談窓口における相談対応

②適正な納期・工期の設定及び迅速な支払

③地域中小企業の適切な評価

④適切な予定価格の作成
35



応急危険度判定は、大地震により被災した建築物を調査し、その後
に発生する余震などによる倒壊の危険性や外壁・窓ガラスの落下、付
属設備の転倒などの危険性を判定することにより、人命にかかわる二
次的災害を防止することを目的としています。

しかし、技術的な数値を用いた判断基準ではなく、日本建築防災協会
の講習を受けたボランティアの方の主観的な判定基準であることが問
題視されています。
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今回の視察を通して被災地の今を見てきました。

崩れ落ちた文化遺産、倒壊寸前となった庁舎、孤立した南阿蘇村、木
造住宅の倒壊多数（益城町）、１階が倒壊した店舗事務所、耐震補強
後の施設も使用不可、高層マンションでのエキスパンションジョイン
ト部分での損傷…

熊本地震での５つの特徴（地震動、木造文化財などの被害、鉄筋コン
クリートの被害、鉄骨造の被害、非構造物の被害）と言われる状況を
目のあたりにしました。

近年、我が国では自然災害における被害が多く見受けられるように
なってきました。自然災害が多発する中であるにも関わらず、災害に
対する備えと危機管理が不十分であると思われます。

災害発生時における被害をより少なくするためには、常日ごろから
予防的投資に努める必要があります。
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予防的投資の一環として、特定建築物等定期報告の義務化が
進んでいますが、小規模建物低層住宅等の建築物の定期報告が
十分になされていない現状があります。

建築物には経年劣化、建築資材には耐久年数というものがあ
ります。

我々は建物診断を通して、全国に技術者ネットワークを構築
し、実績のある技術者のアドバイスを広く社会に届けていきた
いと考えております。

建物の健康管理が我々の使命であります。今後も社会活動を
通じて安心・安全に暮らせるまちづくりを目指しています。
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